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○ 河野准尉定年退官
偵
察
隊
長

統
率
方
針

「
任
務
完
遂
」

要
望
事
項

「
今
に
即
応
し
、
明
日
に
備
え
よ
」



我 拝 師４ － 号 外 － １ 令 和 ４ 年 ３ 月

早
春
の
候
三
月
四
日
、
前
先
任
上
級

曹
長
河
野
准
尉
の
定
年
退
官
紹
介
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
行
事
に
先
立
ち
、

隊
長
室
で
辞
令
書
、
顕
彰
状
授
与
、
奥

様
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

行
事
で
は
、
河
野
准
尉
の
三
十
六
年

余
り
に
及
ぶ
自
衛
官
勤
務
の
最
後
の
勇

姿
を
見
届
け
る
と
と
も
に
第
二
の
人
生

へ
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。
退
官
者

挨
拶
で
は
、
河
野
准
尉
ら
し
さ
全
開
で

自
虐
ネ
タ
を
入
れ
つ
つ
、
行
事
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
河
野
准
尉

の
新
隊
員
の
教
え
子
で
あ
る
旅
団
最
先

任
上
級
曹
長
（
原
准
尉
）
が
直
々
に
花

束
を
贈
呈
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

定
年
後
は
、
善
通
寺
市
に
住
ま
わ
れ

予
備
自
衛
官
と
し
て
活
躍
予
定
で
あ
り
、

引
き
続
き
、
隊
員
へ
の
叱
咤
激
励
を
お

願
い
し
て
行
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

花
束
贈
呈(

旅
団
最
先
任)

最
後
の
挨
拶

辞
令
書
交
付

河野准尉 部隊歴

祝 河野准尉定年退官
永年の勤務お疲れ様でした

昭
和
六
十
年
三
月

第
十
五
普
通
科
連
隊

（
善
通
寺
）

昭
和
六
十
年
九
月

第
二
混
成
団
戦
車
隊

（
日
本
原
）
戦
車
手

平
成
二
年
三
月

第
二
混
成
団
本
部
中
隊

（
善
通
寺
）
弾
薬
手

平
成
四
年
七
月

同（
善
通
寺
）
斥
候
陸
曹

平
成
七
年
四
年

第
二
混
成
団
本
部

（
善
通
寺
）
副
団
長
付
操
縦
陸
曹

平
成
十
三
年
八
月

第
十
戦
車
大
隊
二
中
隊

（
今
津
）

戦
車
長

平
成
十
六
年
二
月

第
十
戦
車
大
隊
四
中
隊

（
今
津
）

戦
車
長

平
成
十
八
年
三
月

第
十
戦
車
大
隊
三
中
隊

（
今
津
）

小
隊
陸
曹

平
成
十
九
年
三
月

第
十
四
偵
察
隊

（
善
通
寺
）
斥
候
陸
曹

平
成
二
十
四
年
三
月

同（
善
通
寺
）
総
務
陸
曹

平
成
二
十
六
年
十
一
月
同（

善
通
寺
）
人
事
陸
曹

令
和
三
年
三
月

同

（
善
通
寺
）
先
任
上
級
曹
長

令
和
四
年
三
月

准
陸
尉
に
特
別
昇
任

定
年
退
官


